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助成額       500,000 円 

活動内容 

目的 

豪雨災害後、仮設住宅による避難生活により、ストレス増大や孤独化・孤立等 
の課題が未だ山積し、慢性疾患の悪化や生活不活発病の併発など健康被害も顕 
著になりつつある。町の中で憩いの場を作り、なじみの顔が増えることで人と 
の関わりを持つ機会や、被災者の心身の健康を維持向上でき、生活再建への意 
欲も引き出す仕組みが必要で「対話する」「学ぶ」「実践に移す」を新たなテ 
ーマとした活動を展開し、いつでも相談できる場所を提供し続けたい。また、 
発災 2 年が経ち、各方面からの支援部隊の撤退も相次ぎ、地域全体の安心安全 
を支える担い手の急激な不足が懸念される。担い手確保や支援人材育成などを 
通じた、実施体制の自律化が急がれる。真備にボランティアや支援活動等で、 
通う人々には、もっと深く関わりたいと模索している人も多く、周辺住民も何 
か自身の活動を始めたいと考える人が増えている。そのため、2019 年より健康 
サロンの生涯学習事業として実施している「そーるの学校」をこうした関心層 
向けに拡大し、担い手発掘育成事業と位置づけて機能を強化していきたい。 
地域全体の「復幸感」の底上げを目指し、この活動を地域全体に波及させてい 
きたい。 
 

内容 

対象者：どなたでも参加可能 
参加人数：40～50 名程度/回 
場所：みそらシェア(コンテナハウス)等 
実施：毎月第二日曜日 10 時 00 分～12 時 00 分 
内容：参加費 100 円 子供から高齢者誰でも参加可能。ほぼ屋外で、健康相談
(血圧・酸素飽和濃度・脈・体温測定)、健康体操、談話スペースを設け、真備水
害の当事者が販売する特産品(野菜、キムチ、焼き鳥、お寿司、パン、手作りジ
ャム)、発災直後より真備で活動している CAP おかやまの豚汁＆おにぎりなど
の販売、格安フリーマーケットを実施。リラクゼーション(ハンドケア)も取り入
れ、以外に男性からも人気がある。ぶどう狩り体験を行い、食の楽しみも自然
の中で学ぶ機会を作っている。心身共に健康で過ごせるよう、セルフケアの必
要性や指導も専門職(医師・看護師・介護福祉士など)が行う。季節により、子供
むけの企画(デコスィーツ作り)もあり。 
 

成果 

真備の水害を共に経験した仲間が繋がり、この 3 年で顔なじみになれた。互い
に定期的に顔を合わせることで、安心感が得られ毎回楽しい会話が生まれた。
エンリッチカフェ以外の場所での交流も活発に行われている。ボランティアス
タッフと、当事者という関係ではなく、互いを名前で呼び合い、準備や片付け
を手伝い協力してくれる方も増えた。手作りの差し入れや、花々など心のこも
った差し入れもあとを絶たない。この活動は常に変化をしながら行ってきた。
昨年春地元住民と地元企業協力の元プレハブを移転することができた。 
戻ってきたくても戻れない方が足を運ぶきっかけになったり、仲の良かった方
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がが集うことでまち全体の活気にもつながっている。また心の活気にもなって
いる。3 月にエンリッチカフェの参加者全員にアンケートを実施、「この集いの
場があって嬉しい。」「みんなと話せることが楽しい。」「コロナで気が滅入って
いた。」「最近体調が悪いけど顔を見にきたよ。」などこの場を必要とされている
声が多く、運営側が実感することができた。今まで真備の地域に暮らす方にと
っても居場所となっている。物理的、精神的にも支えとなり、なんとなく過ぎ
る毎日ではなく、楽しみのある明日へ繋がっている。新しい人との出会いに、 
心がうるおい豊かになれ、コロナ禍ではあるが、感染対策し行えた。国土交通
省からもボランティア参加があり、このような方々も関わってくれていること
も不安の払拭につながっている。当初より、ある程度の目標は達成できてい
る。 
 

今後の課題と対
応策 

協力してくれている当事者の中には、病で入退院を繰り返し、骨折やケガで ADL が低下、
コロナ禍でふさぎがちとなり体調が優れない方、認知症状が進行し外出できなくなるケー
スも今後増加している。自宅再建し、戻れたとしてもコロナ禍で人との交流を避けざるお
えない状況は続いていく。真備に戻りたくても再建を断念し、離れた場所で生活を続けて
いる方も多い。戻れたから終わりではない。地域の方々の健康を維持していく為に、どの
ように働きかけていくのが良いのか未だ手探りで行っている。感染対策を継続しながら、
環境を整えつつ、開催していくことも課題であると感じる。 
エンリッチカフェの広報、十分な駐車場の確保なども必要である。 
 
 
 

写真の提出 

エンリッチカフェの様子 
受付で体温測定を済ませ、100 円を支払う。希望者へ酸素飽和濃度測定、血圧測定を行い
コミュニケーションを図りながら、人々が気軽に繋がりあえる場である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
感染対策として、毎回屋外での開催としている。 
災害後に仲良くなった住民同士が集う。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
外部からの支援も継続されており、飲み物や食べ物も 100 円程度で販売している。地域で
取れた野菜など使用し作っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 


